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　『更地』の中で、もっとも印象的なセリフのひとつに、男が女にかけ

る「なにもかも、なくしてみるんだよ。」というものがあります。このセ

リフで重要なのは「～てみる
0 0

」という言葉です。この「みる
0 0

」は「Try

（試す）」です。つまり、「なくしてみる
0 0

」とは「なくすことはできない
0 0 0 0

」

という大前提を受け入れた先に紡ぎ出された言葉です。僕たちはい

つのときも、過去をなくすことはできません。だけど、一度「なくして

みる
0 0

」ことはできる。一度、なくしてみることで、考え直したり、再構

築したり、再び試したりすることは、できる。だから僕は、この「みる
0 0

」

に大きな希望を感じるのです。

　9年ぶりに『更地』という作品に向き合ってみて、その希望を強く持

ちたいと、いま改めて思っています。変わることは、こわいことです。

でも、変わることをおそれ続けていては、前に進むことはできません。

そして、変わることを受け入れ、自らを変えていけるのは結局のところ、

自分自身しかいないのだと、そう思います。その自分自身はもちろん、

たくさんの誰かに支えられている〈自分〉です。

　僕が京都芸術劇場 春秋座で演出家デビュー（と言えるほどのも

のではなかったですが）を果たしたのが2003年、それから9年後の

2012年に『更地』を初演しました。そこからさらに9年の時を経て、僕

は演出家として、人間として、おそれることなく変わることができてい

るのでしょうか─太田さんにも聞いてみたいです。

　本日はご来場いただき、本当にありがとうございます。

　劇場でのひとときを楽しんでいただけますように！

　杉原邦生

な
く
し
て
み
る
こ
と
の
希
望

太田省吾　Shogo Ota
1939年、中国済南市に生まれる。1970年より1988年まで転形劇場を主宰。
1978年『小町風伝』で岸田國士戯曲賞を受賞。1960年代という喧騒の時代に演劇活動を開始し
ながら、一切のセリフを排除した“沈黙劇”という独自のスタイルを確立する。代表作『水の駅』は
沈黙劇三部作と称され、現在でも世界各地で作品が上演されている。また、『飛翔と懸垂』（1975年）、
『裸形の劇場』 （1980年）など、数 の々演出論、エッセイを著している。
転形劇場の解散後は、藤沢市湘南台文化センター市民シアター芸術監督、近畿大学文芸学部芸
術学科教授を経て、2000年の京都造形芸術大学（現・京都造形大学）映像・舞台芸術学科開設
や、続く2001年の同学舞台芸術研究センターの開設に深く関わり、日本現代演劇の環境整備に力
を注いだ。2007年、67歳で逝去。

太田省吾と杉原邦生の関わり
2001年4月 太田省吾が学科長を務める京都造形芸術大学 映像・舞台芸術学科（当時）に

杉原邦生が入学。

2001年4月 京都芸術劇場 studio21で上演された太田作・演出『更地（韓国版）』を杉原が
観劇。初めて太田作品に触れる。

2003年12月 太田が担当する実習授業「舞台研究II」発表公演『男たち 女たち』（太田演出）
にて杉原が演出助手に選抜される。

2005年4月 京都造形芸術大学大学院 修士課程に杉原が入学。太田が担当指導教員に。

2005年6月 太田作・演出『聞こえる、あなた？― fuga#3』（京都芸術劇場 春秋座）にて杉原
が演出助手を務める。

2007年3月 杉原が京都造形芸術大学大学院 修士課程修了。闘病中の太田省吾から修
了証書を手渡される。

2007年7月13日 太田省吾、肺癌による肺炎のために67歳で逝去。

2007年10月21日 京都芸術劇場 studio21で行われた「太田省吾さんを京都で偲ぶ会」にて、献
花台を含む美術を杉原が担当。

2012年9月 KUNIO10『更地』（作：太田省吾、演出・美術：杉原邦生/元・立誠小学校 講
堂）初演［KYOTO EXPERIMENT 2012公式プログラム］

2019年3月 KUNIO14『水の駅』（作：太田省吾、演出・美術：杉原邦生/森下スタジオ）上演

2021年10-11月 KUNIO10『更地』再演

2021年12月 さいたまゴールド・シアター最終公演『水の駅』（作：太田省吾、構成・演出・美術：
杉原邦生/彩の国さいたま芸術劇場 大ホール）上演予定

杉原邦生　Kunio Sugihara
演出家、舞台美術家。KUNIO主宰。1982年生まれ。
2004年、自身がさまざまな作品を演出する場として、プロデュース
公演カンパニー“KUNIO”を立ち上げる。2008年、伊丹市立演劇
ホールAI・HALLとの共同製作事業 “Take a chance project”アーティ
ストに選出される。木ノ下歌舞伎には、2006年5月から2017年5月
まで企画員として所属し、『黒塚』『三番叟』『三人吉三』『勧進帳』
『東海道四谷怪談─通し上演─』など10作品を演出。
近年の演出作品に、スーパー歌舞伎Ⅱ『新版 オグリ』、KUNIO15
『グリークス』、トライストーン・エンタテイメント『少女仮面』、シアターコ
クーン 『プレイタイム』、KAAT神奈川芸術劇場プロデュース『オレステ
スとピュラデス』、2021年2～3月新生パルコ劇場オープニング・シリーズ
『藪原検校』などがある。
2014年12月、文化庁新進芸術家海外研修制度〈短期〉研修員
としてフランス・パリに滞在。2013～2019年度セゾン文化財団フェ
ロー。2018年（平成29年度）第36回京都府文化賞奨励賞受賞。
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スとピュラデス』、2021年2～3月新生パルコ劇場オープニング・シリーズ
『藪原検校』などがある。
2014年12月、文化庁新進芸術家海外研修制度〈短期〉研修員
としてフランス・パリに滞在。2013～2019年度セゾン文化財団フェ
ロー。2018年（平成29年度）第36回京都府文化賞奨励賞受賞。



南沢奈央（みなみさわ なお）
埼玉県出身。 2006年に女優活動をスタート。2008年の主演ド
ラマ・映画『赤い糸』(CX)で注目を集める。 その後も大河ドラマ
『軍師官兵衛』(NHK)を始め、ドラマ・映画・舞台・CM・ラジオ
MC、書評、執筆などで活躍。 2009年『赤い城　黒い砂』で舞台
デビュー。近年の主な舞台出演作品に『罪と罰』『恐るべき子供た
ち』『ハムレット』(2019)『阿呆浪士』『ハルシオン・デイズ2020』(2020)
『アーリントン』『岸辺の亀とクラゲ-jellyfi sh-』『羽世保スウィングボー
イズ』(2021)など。

濱田龍臣（はまだ たつおみ）
千葉県出身。子役時代から大河ドラマ『龍馬伝』や『怪物くん』な
どで注目を集め、16歳で史上最年少のウルトラマンとして『ウルト
ラマンジード』主人公に抜擢。これまでの出演作に、ドラマ『モブ
サイコ100』主演、『花のち晴れ～花男Next Season～』、映画『記
憶にございません！』『ブレイブー群青戦争ー』『ハニーレモンソー
ダ』など多数。2021年12月10日公開映画『軍艦少年』にも出演が
決まっている。舞台は三谷幸喜作・演出『大地（Social Distancing 
Version）』で初舞台を踏み、杉原邦生演出『オレステスとピュラデス』
にも出演した。

　初めて台本を読んだときは、二人芝居だし、静かな会

話劇になるのかなと思ったのですが全然逆で（笑）、“静

か動か”で言えば“動”のお芝居。感情の動きも激しくて、

掛け合いの中でいきなり閃いて世界が広がったりする、

ものすごくエネルギーに満ちた作品です。ラップには今

回初めて挑戦したのですが、セリフを言う感覚の延長で

やろうとしています。お芝居の中に入ってきても特に唐

突な感じはせず、「2人がまた新しい遊びを始めたな」と

思えるような演出になっていると思います。

　今回邦生さんからは「2人が演じたり、遊んだりして

いる感じで」と言われていて、それがヒントになってい

ます。ナチュラルな感情の流れでやろうとすると唐突に

感じる展開も、遊んでいると思えば楽しめるなって。た

だ、2人が長年一緒にいる空気感を出すのはやっぱり難

しくて。噛み合ってなくても受け流す感じとかが、うまく

出せれば良いのですが……。

　“更地”という言葉からは最初、“そこにあったもの

がなくなってしまった寂しさ”をイメージしていました。

でも稽古が始まってから、“更地だからこそ、なんでも

作れる”という考えもあるんだと気付いて。そういう心

境になれたのは、稽古場の雰囲気が本当に良いからで、

邦生さんは役者のアイデアを楽しんでくれるし、ご自身

もいろいろ意見をくださって、みんなで作っている感じ

が心地いいです。この空気感がそのまま作品に乗って、

未来へのエネルギーが感じられるような『更地』になれ

ばと思っています。

　邦生さんとは昨年『オレステスとピュラデス』で初めて

ご一緒し、実りのある経験をさせていただきました。そ

の邦生さんから今回、また別の作品でお声がけいただ

けたのはうれしかったです。

　『更地』には、土地の記憶や思い出が描かれていて、

考える余地が広い作品だなと思いました。初老の夫婦

という設定には戸惑いましたが、邦生さんが「2人が遊

び合っている感じ」とおっしゃったのをヒントに、“初

老の2人が少年少女の心を忘れずに、今も遊びながらさ

まざまなことを発見している”と考えたら、少し気楽に、

楽しく演じられるようになりました。

　“更地”という言葉からは、“何にでもなれる場所、可

能性が広い土地”というイメージが浮かびます。台本に

「なにもかも、なくしてみるんだよ」というセリフがある

んですけど、“更地”は新たなことを想像したり創造し

たりする可能性を持った言葉だなと。そのイメージはこ

の作品にも通じると思うし、演じるうえで自分が大切に

したいポイントでもありますね。

　舞台は今回で3本目。毎回お客さんからエネルギー

をもらってお芝居できるのは、すごく幸せなことだと思

います。特に今回は二人芝居ですから、南沢さんとじっ

くり演じられるのがうれしいです。演じながらどんどん

感情が変化していくのが面白くて、一体どんな舞台にな

るのか、できれば客席から観てみたいです（笑）。



─初演時も今回も、杉原さんは「太田さんの芯をブラさずに

自分なりの演出を」と意気込みを語っていらっしゃいました。杉

原さんが思う、“太田さんの芯”とは？

杉原│僕は太田さんから、人間の存在を舞台上でしっ
かり描くということと、社会に対して作品をどういう態度

で発表するかを常に自問自答し、自己批評し続けるとい

うことを学んだと思っています。逆にそこさえブレてい

なければ究極、ゆっくり歩かなくても『水の駅』になるだ

ろうし、巨大な白布を使わなくても『更地』になるんじゃ

ないかなって。また上演する劇場はどんな劇場か、どん

な機構があってどのくらいの奥行きで、どのくらいの舞

台の高さにするかなどは非常に大事に考えます。今回

は3劇場で上演しますがどこもダイナミックな空間で、そ

こに更地を作る、ということはどういうことかを考えてい

ます。

─演出の先輩としての太田さん、アーティストとしての太田さ

んについては、それぞれどんな印象をお持ちですか？

杉原│先生としてはすごく厳しかったです。作品に対
する作り手の甘えを絶対に見逃さなかったし、だからす

ごく鍛えられたと思います。その一方で太田さんは愛情

深くて、2007年7月にお亡くなりになり、僕はその年の

3月に大学院を卒業したんですが、当時太田さんは闘

病中で入院なさっていて、卒業式だけ駆けつけてくだ

さったんです。で、大学院生だけ卒業証書を手渡しし

てくれて。僕が太田さんに直接お会いできたのはそれ

が最後でしたが、学生のことを最後まで考えてくれてい

たのがとても印象的でしたね。

渡辺│太田さんは演劇界の中では独特な方だと思いま
す。活動初期に沖縄の返還問題について三部作を書い

ていたり、割と早い時期にポーランドで公演したりと、ア

ングラ全盛期のあの時代、鈴木忠志さん、唐十郎さん、

別役実さん、蜷川幸雄さんたちが活躍する中で、自分

はどうやっていくべきか、ずっと誠実に時代と演劇に向

かい合ってきたと思うんです。その誠実さは尊敬します

し、結果的に独自の地位を築かれたのではないでしょ

うか。

杉原│そんな太田さんが、今回の『更地』やさいたま
ゴールド・シアター『水の駅』によって再び光が当てら

れることについてはどう思われますか？

渡辺│ゴールド・シアターの『水の駅』は、あなたが
2019年に上演した『水の駅』を観なければ思いつかな

かったと思います（笑）。観ながら僕の中でワーッと太

田さんのことが思い出された。『小町風伝』は老婆の幻

想、『更地』も老夫婦など太田さんの作品には高齢者が

出てくるなぁと気づいたんです。改めて読み返すと現在

の状況にも重なってくる。長い人生を背負って生きてき

た人たちの存在感は現代能に見えてくる。太田さんの

芝居はこれからもっとやられても良いのではないかと思

います。なので杉原さんは、これから太田作品を伝えて

いく役目を背負っていくのだろうと思います。

─ゴールド・シアターの『水の駅』について、もう何かプランを

考えていらっしゃいますか？

杉原│今はまだ『更地』に集中しているので具体的なこ
とはこれからですが、僕が影響を受けた蜷川さんが遺

したゴールド・シアターと、恩師の太田さんが遺した作

品をつなげる、こんな大役を担わせていただけるなん

て本当にありがたいですし、実際僕ぐらいしかいないか

なって（笑）。今回はある種の使命感を感じています。

なので2019年に上演した『水の駅』のことはいったん

忘れて、彩の国さいたま芸術劇場 大ホールという空間

をダイナミックに使いつつ、彼らの餞
はなむけ

として意義のある

ものにしたいなと。大きな空間でやることで、太田作品

にある宇宙の中の人間みたいなスケール感をこれまで

以上に表現できると思うんです。また現代は言葉がす

ごく力を持ってきたので、あえて言葉を排した表現で、

僕らが社会に何を提示できるかをきちんと考えたいで

すし、演劇的にも社会的にも意味がある公演にしたいと

思っています。

渡辺│蜷川さんと太田さんって当時は距離があったと
思いますが、今回はゴールド・シアターが結びつけてく

れました。杉原さんには、蜷川さんと太田さんから受け

取ったものをゴールド・シアターに注ぎ込んで、新たな

“宇宙”を作ってほしいなって。杉原さんにとって、こ

れはすごく大事な仕事になると思います。

杉原│そうですね。責任重大ですが本当に楽しみです！

─お二人は太田さんの作品とご本人、どちらと最初に出会い

ましたか？

杉原│僕はまずご本人です。京都造形芸術大学（現・
京都芸術大学）の入学式の後のオリエンテーションで

「学科長の太田省吾です」って挨拶があって、「こんな

ボス猿みたいな人が学科長なのかあ」って（笑）。その

数日後に、京都芸術劇場 studio21のこけら落としで太

田さん演出の『更地（韓国版）』（2001年）を観て、「こ

んな演劇もあるんだ」と衝撃を受けました。

渡辺│僕は、転形劇場のアトリエで観た『硝子のサーカ
ス』（1976年）が最初ですね。当時友達と劇団をやって

いたんですが、彼は品川徹さんが好きで、僕は瀬川哲

也さんに似てると言われて、2人でよく真似をしていた

んです。その後ジャーナリストになって太田さんに会う

機会が増え、直接お話するようになりました。ただ80年

代って野田秀樹さんや第三舞台などものすごいスピー

ドでしゃべる演劇が多かった時代なので、太田さんの

芝居のように超スローな動きで、言葉が少ない演劇は、

本当に独特な存在でした。

─太田さんご本人の印象は？

杉原│僕の在学中、造形大は先生との関係がけっこう
密だったので、太田さんや山田せつ子さん、森山直人さ

んたち教員が僕たちの芝居を観に来てくれて、打ち上

げにお呼びしたり、食事に行って感想を聞く、というこ

とがよくありました。太田さんに言われたことで一番に

思い出すのは、初めて演出したteuto vol.2『アドア』と

いう作品で、ほかの先生は同級生の書いたテキストを

褒めてたんだけど、太田さんだけ「君の演出が良かっ

た」って言ってくれたんです。僕の演出を初めて褒め

てくれたアーティストだったので、うれしくてよく覚えて

います。また太田さんはお酒が入るとけっこう饒舌で、

下世話な話も好きだったし、普通に人間っぽいところが

あるなと。そう思って改めて作品を見ると、お茶目なと

ころやコミカルなところもあるし、エロスというか人間の

色気が描かれているなと思いました。

渡辺│確かにちょっとお茶目なところはありましたね
（笑）。インタビューで太田さんは、答えるまでにちょっ

と間が空くんですよ。決して多くは語らないんですけ

ど、一度考えてからゆっくり話し出す。その間が独特で

した。

─太田さんが主宰する転形劇場は1988年に解散。その後、藤

沢市湘南台市民センターの芸術監督に就任します。

渡辺│太田さんが湘南台市民センターの芸術監督にな
られたのはびっくりしましたね。『更地』初演もそこで観

ました。プラネタリウムみたいに天井が高くて、不思議な

空間なんですが、そこへ老夫婦の岸田今日子さんと瀬川

さんが現れて会話を繰り広げるんです。途中で白い布

がパーっと舞台にかけられて新たな更地となる、その印

象がすごくありますね。でも今回は、若い2人でやるんで

すよね？

杉原│はい。太田さん演出の『更地』では、過去を思い
出したり掘り起こす印象が強かったんですね。でも僕

が2012年に演出した時は東日本大震災の翌年というこ

ともあって、僕たちはこれからもっと先のことを考えな

きゃいけないんじゃないかと思ったんです。それなら若

い俳優でやったらどうだろうと。また内容的にはジェン

ダー観など、ちょっと昭和の匂いがするところもあるん

ですけど、若い俳優がライトに演じるとそれが中和され

るというか、ある種のファンタジーになると思ったんで

す。なので今回も若い俳優を起用することにしました。

渡辺│俳優にとっては試練だよね。太田さんの作品は
言葉が少ないから、演技者として内面をどう埋めていく

かが問われ、とても大変だと思う。

杉原│そうですね。稽古のほうもまさに“これから”が
勝負です！（笑）

2007年に死去した太田省吾。そのひととなりや作風を、周囲はどう感じていたのか。
転形劇場時代から太田作品を追いかけ、ジャーナリスト時代には太田にインタビュー
もしたという、彩の国さいたま芸術劇場 業務執行理事兼事業部長の渡辺弘と、
太田の教え子で太田作品の演出助手なども務めた杉原邦生が、“太田省吾とは、
どういう人だったか”をそれぞれの視点で語った。

渡辺弘
埼玉県芸術文化振興財団業務執行理事兼事業部長。1953年栃木県生まれ。演
劇ジャーナリストとして活動後、銀座セゾン劇場の開設準備などに携わる。東急文化
村シアターコクーンの運営・演劇制作やまつもと市民芸術館の開設準備・企画運
営を経て、2006年から現財団に携わる。
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